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（午前）初級講座③「デジタルカメラの設定 / ピクチャースタイル等」　担当：井村奈加子　講師

「デジタルカメラの設定」の二回目。
“それぞれのカメラのピクチャースタイルを使いこなそ
う” をテーマに、Canon、Nikon それぞれのピクチャース
タイル / ピクチャーコントロールの説明があった。事前
の参加者へのアンケートから、井村奈加子講師があらか
じめ各カメラの設定とピクチャースタイル / ピクチャー
コントロールの特徴を調べ資料を作成している。
またそれぞれのピクチャースタイル / ピクチャーコント
ロールはさらに細かく調整が可能だが、そのためにはコ
ントラストや明るさ、色相や彩度、シャープネス等につ
いて知識をおさらいしておく必要がある。
また機能の中にはモノクロームモードでのフィルター効
果などもある。かつて Y( 黄色 )、O( オレンジ )、R( 赤 ) な
どのコントラスト調整フィルタを使用したものには楽し
い機能で、風景撮影や人物撮影のコントラスト調整に便
利に使える。作品としてセピア系の調色なども出来る。
参加者各自が使用のカメラを持ちより、実際に機能の設
定を確認するひとコマもあった。
最後にまとめとして井村講師から「色々なピクチャース
タイルで撮影してみましょう。ご自分の写した写真を再
生して、詳細情報を確認してみましょう」との話があった。
　　　　　　　　　　　　●
尚、アドバイザー役で参加の平野講師から「ピクチャー
ス タ イ ル / ピ ク チ ャ ー コ ン ト ロ ー ル で 設 定 し て も、
PhotoshopCameraRAW や SILKYPIX な ど の 汎 用 RAW ソ
フトの場合は反映されない。（PhotoshopCameraRAW や
SILKYPIX などの標準設定で展開される）RAW の場合は
メーカーごとの RAW ソフトを使用するなど注意が必要
だ」といった補足説明があった。

井村奈加子講師

Canon のピクチャースタイル

Nikon のピクチャーコントロール



Photoshop　Elements 講座１回目「Elements のしくみと概要」　　　　　担当：高木　大輔　講師

参 加 問 い 合 わ せ の 方 か ら 要 望 の 多 か っ た Photoshop 
Elements の入門講座を今月から 3 回シリーズで行う。
Photoshop Elements はデジタル画像処理の入門に最適で
基礎的な使い方をマスターすることによって、他の画像
ソフトのしくみも理解できるようになるという狙いだ。
入門講座として、通常はあまり解説されない「画像の開
き方」や「画像の保存の仕方」などといった、“パソコン
で写真を扱う際の基本事項” といった点についても、時
間をかけておさらいしていくつもりだ。
○ Elements のしくみ
Photoshop Elements はいくつかの高度なソフトが組み合
わさって出来ていると考えてもいいだろう。写真の整理
モード、スタンダード編集モード、ガイド付編集モード、
クィック補正モードだが今回講座でははじめの 2 つを学
ぶ。起動時に現れるスタートアップスクリーンから行い
たい作業を選ぶと、その部分のソフト本格的に起動する。
○写真の整理モード（Browser モード）
写 真 の 撮 影 順 に 画 像 を 並 べ て 管 理 す る ソ フ ト で、
Windows 標準のエクスプローラなどにはない瞬時の拡大
縮小やレーティングや名札など便利な機能がついている。
最初に写真を読み込む必要があるのが少し面倒。Adobe
フォトダウンローダは自動的に「ピクチャ」フォルダに
写真を取り込んでくれますが、後々管理が面倒なので、
むしろ基本的な手動のやり方を覚えておこう。
○スタンダード編集モード
写真調整の基本モード（通常の PhotoShop に近いモード）
で、画像処理ソフトの基本と言えるものだ。今回の講座
ではここを中心に学んでいく。
ファーストステップとして、暗い写真を明るくするため
に「レベル補正」を使用してみよう。レベル補正では表
示される明暗のヒストグラムについても理解して行こう。
詳しい調整や他の画像補正については来月さらに詳しく
述べるが、今月はソフト内での確実な呼び出しや操作を
重点にマスターしよう。よく使う項目の “コマンド操作”
を覚えれば作業が早く楽しくなる。
その他今月は「プリントの基礎的な呼び出し方」、「調整
した画像は別名で保存」などの確認をした。
　　　　　　　　　　　　●
折しも本日最初の井村講座の中で、ピクチャースタイル
のシャープネスの説明の段で参加者から『ブログに掲載
する写真にシャープネスをもっと効かせたいが…』と質
問があったが、HP やブログ掲載の場合はカメラの設定
だけでは足りず、Photoshop Elements などで HP やブロ
グ掲載に合わせたサイズの別画像を作成し、かなり強い
シャープをかける必要がある。そのあたりの実際の作業
は来月の講座で述べる予定だ。
**********************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）

第一回　写真の取り込みと整理、保存　簡単な調整とプリント
○ Photoshop Elements のしくみと特徴
Photoshop Elements6.0 を起動すると、まずスタートアップスクリーンが現れます。
Photoshop Elements がいくつかの高度なソフトが組み合わさって出来ていると考えてもいいで
しょう。ここから行いたい作業を選ぶと、その部分のソフト本格的に起動します。
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▲

写真の整理モード（Browser モード）
写真の撮影順に画像を並べて管理するソフトです。レーティング
など便利な機能がついていますが、始めのうちはWindows 標準
のエクスプローラなどで代用してもかまいません

クィック補正モード

上記二つはElements の新し
いバージョンで加わった、手
軽な調整を望む人向けのシン
プルなデジカメ補正モードで
すが、今回の講座では左のス
タンダード編集を使います

スタンダード編集モード
写真調整の基本モード（通常の
PhotoShop に近いモード）で、画
像処理ソフトの基本と言えるもの
です。今回の講座ではここを中心
に学びます

※最初に表示するモードは
ここで変えられる
スタートアップスクリーン
写真編集モード
写真整理モード

ゝ
ガイド付編集モード

本来の起動画面

takagi TK-PRESS

○ [ 整理モード ] を使わずに画像を編集
＊直接ファイルを開いて写真編集（ctrl O）
各編集モード [ ファイル ] → [ 開く ] →ファイルの場所を指定して開く

[ 整理モード ] を使わず
に、直接編集機能を使う
ことも出来ます。
上記のように進んでフォ
ルダ内の写真のファイル
名を指定すると、下部に
写真のプレビューが表示
されるので、開くボタン
を押せばよいのですが、
その時写真を複数まとめ
て選んで開くことも可能
です。
画像の在る場所（＝フォ
ルダ）が分かっている場
合は、いちいち整理モー
ド を 起 動 す る 必 要 が 無
く、編集モードを起動し
た 後（ctrl O） の コ マ ン
ド操作ですぐに画像が開
けるので、慣れれば便利に使えます。

▲

今月は以上です☆また来月！

※写真の
プレビューが
表示される

＊各種 Browser からソフト上にドロップダウン

[ 整理モード ] の変わりに、
Windows 標準のエクスプ
ローラやカメラのメーカー
ご と の Browser を 閲 覧 し
ながら Elements で写真編
集に移ることも可能です。
先ず Browser と Elements 
のスタンダード編集モード
を起動しておくき、右図の
ように下に Elements の編
集画面が見える状態にして
おき、Browser で写真を選
んだらそのまま Elements
の領域内にドラッグすると
Elements の編集機能がア
クティブ（＝上）になって画像が開かれるので、そのまま編集が可能となります。
Elememnts がまだ起動していない場合でも、デスクトップ上のアイコンに写真をドラッグする
ことでソフトが起動し、同様に開くことが出来ます。
中級以上のユーザーでは、Elememnts の Browser 機能は使用せず、好みの Browser を使う方が
多いので、実は一番一般的な方法といえるかも知れません。

PENTAX PHOTO Browser 
から Elements 上に
直接ドラッグダウン
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編集モードで写真の開き方の説明

写真の整理モード（Browser モード）

▲

○ [ 保存 ]（ctrl Ｓ）と [ 別名で保存 ]（ctrl Shift S）
各編集モード [ ファイル ] → [ 保存 ]　または [ 別名で保存 ]
画像の編集が終わっても [ 保存 ] しなければ、編集した結果は消えてしまいます。保存には、
そのまま元のファイルを書き換える [ 保存 ] と、元のファイルの他に、編集結果を反映した新
たなファイルを作る [ 別名で保存 ] があるので注意して使い分けしましょう。
その場合たくさんの保存形式が選べますが、デジタルカメラユーザーには JPEG、TIFF、PSD の
3 つの形式をマスターすれば良いでしょう。JPEG は一番汎用性がありますが、圧縮により僅か
に劣化するので、作品の制作途中で何度も保存される場合は、避けるべきです。作業中は TIFF、
PSD を選択し、完成後に JPEG のなるべく高画質モードで保存するのが良いでしょう。

＊ JPEG…現在の最も一般的形式
○圧縮するので作品用には高画質を
　　（12 段階の 10 ～ 12 が望ましい）
※段階により保存容量は大きく変化

○繰り返し保存すればその度に何度も圧縮がかかってしまい、ノイズが増えるので注意

＊ TIFF…圧縮しない場合の汎用形式
○通常は非圧縮（LZW は弱い圧縮）

＊ PSD…Photoshop 系の形式

○ Photoshop 形式でレイヤーも可能

○ Photoshop や Elements で制作中はこれを使用するのが、便利
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takagi TK-PRESS

調整した画像は別名で保存

高木大輔　講師による Elements 講座と受講者



○デジタルに対する光
フィルム時代に比べ、階調域が狭いと言われるデジタル
では、“光の読み” に注意する必要がある。風景写真など
でも逆光などで明暗差の大きい被写体では、アングルの
少しの変化やフレーミングにも注意が必要だ
■カメラの階調設定（撮影に入る前に）
一般にデフォルトはカメラから出たそのままの画像で完
成されることが前提なので、コントラストもメリハリの
ついた設定になっている。撮影後の調整を前提とするな
らば、コントラストを 1,2 段下げた方がフラットな画像
処理向きの画像が得やすい。
○スタジオライティングの実際
2009 年 12 月 19 日の撮影会前の勉強会では高木講師の
TK プレススタジオを使用し、スタジオ用大型ストロボを
使用して、4 つのキーライトを中心に撮影実習を行った。
モデルは姫野麗さん。セクシャル系のベテランモデルさ
んでわれわれの要望に意欲的に応じてくれた。
①フロントライト
カメラサイドからの正面光。立体感に乏しいが、明るさ
の演出や発色には好都合なので、他のキーライトと組み
合わせて補助的に使われることが多い
②プレーンライト
斜め 45 度付近からのライトで、ある程度の立体感も得ら
れる。ポートレートライトの基本
③サイドライト
被写体の立体感や質感得やすく、写真に切れが出る。シャ
ドウ側をレフで起こしたりして、商品撮影などにはよく
用いられる。抑えの補助ライトを用いる場合もある
④レンブラントライト
斜め後方 45 度付近、やや高目からの半逆光ライトで、立
体感と雰囲気の演出に効果的。レンブラントの絵画から
来たことは有名だが、下二例のように補助光と組み合わ
されることも多い
⑤スカイライト
通常キーライトとは呼ばないが、上方全面からのフラッ
トな光でスタジオでは多用される。しかし、いわば天空
からの広い光で、むしろ戸外撮影でライティングを応用
する基本になる
通常のスタジオライティングでは、以上のキーライト
やスカイライトに補助光を加えライティングを完成し
ていくわけだが、必ずしも多灯を使用する訳ではない。
補助光として手軽で有効なのがレフ板で、スタジオで
は大小さまざまなものが利用されている。明るい雰囲
気の演出はもちろんだが、シャドウ側の発色が良くな
る効果も重要だ。
最後の全身ライティングではスカイライトで全体の明
るい雰囲気を作ってから、ややサイド気味のプレーン
をキーライトに、完成ライティングとしている。対抗
側のレフ板の有り・無しは作品の狙いと好みで判断す
ればいいだろう。
**********************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）

▲
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takagi TK-PRESS

○ 4つの基本ライティング（キーライト）　※それぞれのヒストグラムの変化にも注目してほしい

図 142：フロントライト
カメラサイドからの正面光。立体感に乏しいが、明るさの演出
や発色には好都合なので、他のキーライトと組み合わせて補助
的に使われることが多い

図 143：プレーンライト
斜め 45度付近からのライトで、ある程度の立体感も得られる。
ポートレートライトの基本

図 144：サイドライト
被写体の立体感や質感得やすく、写真に切れが出る。シャドウ
側をレフで起こしたりして、商品撮影などにはよく用いられる。
抑えの補助ライトを用いる場合もある

図 143：レンブラントライト
斜め後方 45度付近、ややからの半逆光ライトで、立体感と雰
囲気の演出に効果的。レンブラントの絵画から来たことは有名
だが、下二例のように補助光と組み合わされることも多い

図 144：レンブラントライト＋レフ板 図 145：レンブラントライト＋フロントライト

○レンブラントライトの応用　※ヒストグラムがなだらかになっていくのが分かる

午後の部（本科）
デジタルフォト基礎講座 < 実践編 >8　「スタジオライティング」　担当：高木　大輔　講師

撮影会場の TK プレススタジオ
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▲

takagi TK-PRESS

今月は以上！ではまた来月☆
DIGITABLE 基礎講座
20100117：髙木大輔

○キーライトと補助光の組み合わせ
通常のスタジオライティングでは、前頁
で述べたキーライトに補助光を加えライ
ティングを完成していくわけだが、必ず
しも多灯を使用するわけではない。
補助光として手軽で有効なのがレフ板
で、スタジオでは大小さまざまなものが
利用されている。
左図はそれぞれキーライトに対抗側（≒
反対側）からやや大型のレフ（一畳分）
一枚を加えているだけであるが、並べて
みるとその効果がよく分かる。明るい雰
囲気の演出はもちろんだが、シャドウ側
の発色が良くなっているのにも注目して
しい。商業スタジオとしてはこの発色が
要求される場合も多い。もちろん作品の
狙いとしてはどちらが良いというもので
はないが…。
最後の全身ライティングではスカイライ
トで全体の明るい雰囲気を作ってから、

ややサイド気味のプレー
ンをキーライトに、完成
ライティングとしている。
対抗側のレフ板の有り・
無しは作品の狙いと好み
で判断すればいいだろう。

図 146：スカイライト
キーライトとは呼ばないが、上方全面からのフラットな光でス
タジオでは多用される。しかし、いわば天空からの広い光で、
むしろ戸外撮影でライティングを応用する基本になる

図 147：スカイライト＋下レフ（アゴレフ）
モデルの腰付近からの丸レフ（60㎝白）でご覧のようにライティ
ングを作ることが出来る。レフの位置と大きさでさまざまに演
出出来るだろう。ヒストグラムの変化にも注目

○スカイライトの応用　※発光面が小さければトップライト、全面に広げたものをスカイライトと呼ぶ

図 152：スカイ＋プレーンライト
図 153：上記にさらにレフを追加

図 148：プレーンライト 図 149：プレーンライト＋レフ

図 150：サイドライト 図 151：サイドライト＋レフ

撮影会での完成ライティング

スタジオ基本ライティングの概念図
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▲

○スタジオライティングの実際（09年 12 月 19 日の撮影会から）

図 140：スタジオでの撮影状況　プロ用の大型ストロボを使用した。ホワイト
バランスをとるためのカラーチャートはモデルの顔に近い位置に配置する。

昨年12月に行ったスタジオでのライティ
ング勉強会の概要を説明する。
モデルは姫野麗さん。セクシャル系のベ
テランモデルさんでわれわれの要望に意
欲的に応じてくれた。
会場の筆者のスタジオは幅 4mの小スタ
ジオであるが、機材設置の工夫により巾
2.7mのスタジオ用大型バック紙いっぱ
いを使った全身撮影が可能である。
このバック紙を天井から引き出し、なだ
らかな Rを持たせながらモデルの手前ま
で大きく敷き込むことによって、シーム
レスな無背景の空間を作り出すことが出
来る。俗に「白アールホリゾント」、縮
めて「白ホリ」などと呼ばれる。
尚、白ホリは周囲や下部も含めた全体か
らの拡散光の効果も大きい。同じ照明値
でも効率的に露出（絞り値）がかせげる
し、発色効果も上がる。同じ機材を使用
しても濃色や黒バックの場合は露出も変
わってくるし、発色効果も違う。またラ
イティングの効果もさらに極端なものと
なってくる。
前半のライティング勉強会ではスタジオ
備え付けの大型ストロボを使用、各自交
替でシンクロコードを使用しながらの撮
影となった。管理された光源で確実に資
料を得て、キーライトの代表的な4パター
ンの違いを検証する狙いである。
後半の撮影会では定常光である蛍光灯器
具に切り替え、複数の撮影者が自由なタ
イミングでシャッターを切れるようにし
た。光源に蛍光灯を使用するのは、比較
的デーライトに近い光質で、発熱等の危
険も少ないためである。
尚、ホワイトバランスの調整で光質の変
化に強いデジタルではあるが、従来から
のタングステンなどの長派光は、デジタ
ルに対してやや発色の相性が悪いとさ
れ、あまり使われなくなりつつある。

図 141：スタジオ基本ライティングの概念図

図 141-2：TKプレススタジオ
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続いて年末撮影会での各会員からのモデル作品発表会。
司会進行は、自他共に認める “モデル担当” としてその道
の造詣が深い、山口明夫会員。

冒頭山口氏が推薦の NUDE 写真集を持参して紹介。
NUDE 撮影の重要な要素として
＊ Glamour
＊ Erotic Image
＊ Portraiture
＊ Universal Contrast 
＊ Fashon & Beauty
＊ Cinematic Styles
＊ Romantic Images…
といった分析結果など、日頃の探究成果の紹介もあった。

続いて各会員作品のスライドショー形式による発表。
山口氏のウィットに富んだ司会進行により、各会員の作
者コメントも滑らかに進む。

『NUDE 撮影は実ははじめて』という会員も多かったが、
さすがにベテランぞろいの会員達。それぞれの視点と個
性を生かした作品が寄せられた。

以下何人かの方のレポーターが拾った寸評である。
網羅的でないがお許し願いたい。
A 氏：『SILKYPIX の研究担当らしく美しい肌色再現』、

『丁寧なフレーミングと相まって女性がとても可愛く見え
ますね…』
O 氏：『大胆なフレーミングと使用カメラ FinePixS5Pro
によるものと思われる肌のしっとりとした質感が印象的』
S 氏：『“体のラインを追ってみた” の言葉通り、独自のア
ングルが印象的』、『モデルとの距離感はまだちょっと遠
慮気味？』
S 先輩：『ベテランらしくモデルの表情と指先や髪の毛な
ど、瞬時に細部も見出す視点とさすがのフレーミング』
K 氏：『美しいプリントはもはや完成の域』、

『会員専用ページなどでデータでみられるようにしたいん
ですが難しいでしょうねぇ？』
…

レポーターの感想として、同じ場所の限られた撮影会で
も…というか、だからこそ、作者による個性の違いが際
立つような気がします。年齢と人生経験の幅が広い当会
ならでは？ではないでしょうか。
せっかくこれだけ作品が集まったんですし、本当に専用
ページで各自が見比べられるようにしたいもんですねぇ。
それと　…作者の年齢が上がるに従って、どんどん写真
の中のモデルさんの表情が少女のように可愛く見えてく
るような気がするんですが…　これって、気のせい？！

**********************************************
（コメントや意見の追加をお願いします）

事例研究①「年末撮影会写真　発表講評①スタジオモデル撮影編」　　　　担当：山口　明夫　会員

“モデル担当”の山口明夫会員の特別講義

勝間田会員（中央）のモノクロ作品に注目

続いて山口氏の司会で各会員のスライドショー発表

“明室”になってからはプリント作品の発表



はじめに
D3X、D3、D700 と導入に悩み比較検討した。集約すると

（D3、D700 に対し）D3X でのデメリット
1 ＊ A3 プリント、B4 までの商業印刷では差が出にくい
2 ＊レンズ性能の違いが却って出やすい
3 ＊ブレ、微細なピントずれなどが過剰に影響する
→結果、感度か画質をを損なう
4 ＊現状の PC 環境で 2000 万画素オーバーはかったるい
→使用頻度の少ない高画素のため、大半を占める 1200 万画素以下
の作業スピードも損なわれるのはかなわない
5 ＊メディアが 2 倍必要になる（これも無視できない）

（D700 に対し）D3、D3X でのデメリット
6 ＊イメージセンサークリーニングがない
→高画素ゆえにゴミも目立つ。これは欲しい！
7 ＊重い　重量も、街撮りでは物々しい

（D3、D3X に対し）D700 でのデメリット
8 ＊ファインダー視野率が 100％でない（95％）…

自分なりに削ぎ落として分析してみると、自分では 8 のファ
インダー問題が一番気になったが、「まぁ、ライブビュー使用
時は 100％だし…」と割り切り、ようやく D700 を導入した。
DX フォーマットとの共存
現行の FX フォーマットの Nikon レンズ群では、AF-S 
NIKKOR14-24mm F2.8G ED、および AF-S NIKKOR24-70mm 
F2.8G ED、AF-S VR NIKKOR ED70-200mm F2.8G(IF) が “三種
の神器” とされているが、金額は勿論のこと、それぞれ 1,000g、
900g、1,470 ｇ / 合計 3,370 ｇ // Ｄ 700 ボディとの合計 4,445g
というウェイトを考えると購入意欲も萎えてしまう。果たし
て、現行手持ちの DX フォーマットレンズでは使えないのか？
DX フォーマットの切り替えを手動に
メーカー推奨では「DX レンズは自動的に DX フォーマットに
切り替わる」が、それでは画素自体も自動的に 514 万画素に
落ちてしまう。まずは撮影メニューの初期設定「DX フォーマッ
トの自動切り替え」を OFF にする。
まず一番画角の広い Fisheye で試すと 1 のうような画像が撮
れた。ここはトリミング次第で全円 Fisheye ズームのような
撮影を楽しむことにする。勿論 DX に切り替えれば問題ナシ。
次いで気になる広角系だが、DX で多用している Zoom-Nikkor 
ED12-24mm F4G(IF) では、F5.6 まで絞れば 20-24mm 域は FX
でも実用上問題なしだった。まぁ 20mm も充分広角と言える。
DX 高級標準ズームの Zoom-Nikkor ED17-55mm F2.8G(IF) で
は、32-55mm 域は FX でも実用上問題なし。描写も安定し
てボケも DX 以上に美しいように感じる。臍曲がりだが、FX
フォーマットのまま DX のズームの視野の中でケラレの限界
値をギリギリ探る行為もドキドキして中々に楽しい。
諦めていたレンズが復活
また DX フォーマットではやや解像度不足と感じられた手持
ちのアナログ時代のレンズ群も、FX ではさほど気にならず楽
しく使えるようだ。思えば DX フォーマットでは画像の中心
部を 1.5 倍に引き延ばしている訳で、解像力も 1.5 倍の精度が
要求されているのだろう？ FX で解像力が事実上 1.5 倍に向上
すればこれはもう “名玉” ではないか！もちろん DX ではイマ
イチだった望遠側のボケも、充分美しい。　
かくして DX 時代に解像力が不満で、一旦入手後手放した
AF-S VR Zoom-NIKKOR ED24-120mm F3.5-5.6G(IF) を再び中古
で手にいれ楽しんだりしている。DX では長すぎたズーム域も
FX ならスナップにはピッタリだ。
結語
DX と FX は双方の “いいとこどり” で兼用してこそ意味がある。
DX である程度のレンズを持っている方なら、最低限のレンズ
を順次買い足していけば充分楽しめるだろう。
**********************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）

事例研究②「NikonD700　DX と FX の使い分け」　　　　　　　　　　　　　　高木　大輔　講師

今月は 3 コマ担当の高木大輔　講師、“もう一息！”

DX フォーマットの切り替えを手動に
メーカーカタログなどでは、「DX レンズは自動的に DX フォーマットに切り替わります」とそっけな
いが、それでは画素自体も自動的に 514 万画素に落ちてしまい、せっかくの高画質も忍びない。（せ
めて 600 万画素欲しかった…）
果たして FX フォーマットで 1200 万画素の撮影には使えないのだろうか？…ということで、まずは撮
影メニューの初期設定「DX フォーマットの自動切り替え」を OFF にする。するとこんな画像が撮れる。

なるほど、こういう映りをするのだな？…　さすがに画角に余裕のない Fisheye ではこんなものだろ
うが、PENTAX などで出している Fisheye ズームのような撮影は出来そうだ。

DX ズームを試す：広角系
こちらは 20mm 位から（以上）は使用できそうだ。最短域では周辺の落ち込みがきついのでヴィネッ
トコントロールを効かせることにするが、F5.6 まで絞ればかなり改善してくる。（D90 より一段以上
は高感度に設定できるので、大甘だが）20-24mm 域は実用上問題なしとする☆

頻度の高い標準系
こちらは 32mm 位から（以上）は使用できそうだ。やはり最短域では周辺の落ち込みがきついのでヴィ
ネットコントロールのお世話になるが、こちらも 1 ～ 2 段絞ればかなり改善してくる、元々の開放値
が明るいので助かる。55mm 域ではポートレートなどの使い方なら開放でも問題なく、ボケも DX よ
り格段に綺麗なようだ。（これまた大甘だが）32-55mm 域は実用上問題なしとする☆
臍曲がりだが、フォーマットの切り替え設定をせずズームをのぞきながら、視野の中でケラレの限界
値をギリギリ探る行為もドキドキして中々に楽しい。　

従来レンズも惚れ直す？
筆 者 の 多 用 し て い る DX 以 外 の 従 来 レ ン ズ の う ち、AF Nikkor 85mm F1.8D や AFZoom Nikkor 
28-105mm F3.5-4.5D(IF) などのやや廉価なレンズ群も、FX フォーマットでは息を吹き返した感がある。
DX フォーマットでは今一キレなどに物足りなさがあったが、FX で使ってみて払拭された。
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▲

takagi TK-PRESS

使用レンズ：AF DX Fisheye-Nikkor ED10.5mm F2.8G 　　FX のままと DX 切り替えでの画像

使用レンズ：AF DX Zoom-Nikkor ED12-24mm F4G(IF) 　　　20mm F5.6 で撮影　　　　　　　　　　　24mm F5.6 で撮影

使用レンズ：AF DX Zoom-Nikkor ED17-55mm F2.8G(IF) 　　　32mm F2.8 で撮影　　　　　　　　　　55mm F2.8 で撮影

満員となり熱気あふれる受講風景。リクルートスーツ姿で
初参加の学生も真剣な表情で見入る

1：DX Fisheye-Nikkor ED10.5mm F2.8G 　FX のままと DX 切り替え

DX フォーマットの切り替えを手動に
メーカーカタログなどでは、「DX レンズは自動的に DX フォーマットに切り替わります」とそっけな
いが、それでは画素自体も自動的に 514 万画素に落ちてしまい、せっかくの高画質も忍びない。（せ
めて 600 万画素欲しかった…）
果たして FX フォーマットで 1200 万画素の撮影には使えないのだろうか？…ということで、まずは撮
影メニューの初期設定「DX フォーマットの自動切り替え」を OFF にする。するとこんな画像が撮れる。

なるほど、こういう映りをするのだな？…　さすがに画角に余裕のない Fisheye ではこんなものだろ
うが、PENTAX などで出している Fisheye ズームのような撮影は出来そうだ。

DX ズームを試す：広角系
こちらは 20mm 位から（以上）は使用できそうだ。最短域では周辺の落ち込みがきついのでヴィネッ
トコントロールを効かせることにするが、F5.6 まで絞ればかなり改善してくる。（D90 より一段以上
は高感度に設定できるので、大甘だが）20-24mm 域は実用上問題なしとする☆

頻度の高い標準系
こちらは 32mm 位から（以上）は使用できそうだ。やはり最短域では周辺の落ち込みがきついのでヴィ
ネットコントロールのお世話になるが、こちらも 1 ～ 2 段絞ればかなり改善してくる、元々の開放値
が明るいので助かる。55mm 域ではポートレートなどの使い方なら開放でも問題なく、ボケも DX よ
り格段に綺麗なようだ。（これまた大甘だが）32-55mm 域は実用上問題なしとする☆
臍曲がりだが、フォーマットの切り替え設定をせずズームをのぞきながら、視野の中でケラレの限界
値をギリギリ探る行為もドキドキして中々に楽しい。　

従来レンズも惚れ直す？
筆 者 の 多 用 し て い る DX 以 外 の 従 来 レ ン ズ の う ち、AF Nikkor 85mm F1.8D や AFZoom Nikkor 
28-105mm F3.5-4.5D(IF) などのやや廉価なレンズ群も、FX フォーマットでは息を吹き返した感がある。
DX フォーマットでは今一キレなどに物足りなさがあったが、FX で使ってみて払拭された。
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▲

takagi TK-PRESS

使用レンズ：AF DX Fisheye-Nikkor ED10.5mm F2.8G 　　FX のままと DX 切り替えでの画像

使用レンズ：AF DX Zoom-Nikkor ED12-24mm F4G(IF) 　　　20mm F5.6 で撮影　　　　　　　　　　　24mm F5.6 で撮影

使用レンズ：AF DX Zoom-Nikkor ED17-55mm F2.8G(IF) 　　　32mm F2.8 で撮影　　　　　　　　　　55mm F2.8 で撮影

DX Zoom-Nikkor ED12-24mm F4G(IF) 　20mm と 24mm で撮影

DX フォーマットの切り替えを手動に
メーカーカタログなどでは、「DX レンズは自動的に DX フォーマットに切り替わります」とそっけな
いが、それでは画素自体も自動的に 514 万画素に落ちてしまい、せっかくの高画質も忍びない。（せ
めて 600 万画素欲しかった…）
果たして FX フォーマットで 1200 万画素の撮影には使えないのだろうか？…ということで、まずは撮
影メニューの初期設定「DX フォーマットの自動切り替え」を OFF にする。するとこんな画像が撮れる。

なるほど、こういう映りをするのだな？…　さすがに画角に余裕のない Fisheye ではこんなものだろ
うが、PENTAX などで出している Fisheye ズームのような撮影は出来そうだ。

DX ズームを試す：広角系
こちらは 20mm 位から（以上）は使用できそうだ。最短域では周辺の落ち込みがきついのでヴィネッ
トコントロールを効かせることにするが、F5.6 まで絞ればかなり改善してくる。（D90 より一段以上
は高感度に設定できるので、大甘だが）20-24mm 域は実用上問題なしとする☆

頻度の高い標準系
こちらは 32mm 位から（以上）は使用できそうだ。やはり最短域では周辺の落ち込みがきついのでヴィ
ネットコントロールのお世話になるが、こちらも 1 ～ 2 段絞ればかなり改善してくる、元々の開放値
が明るいので助かる。55mm 域ではポートレートなどの使い方なら開放でも問題なく、ボケも DX よ
り格段に綺麗なようだ。（これまた大甘だが）32-55mm 域は実用上問題なしとする☆
臍曲がりだが、フォーマットの切り替え設定をせずズームをのぞきながら、視野の中でケラレの限界
値をギリギリ探る行為もドキドキして中々に楽しい。　

従来レンズも惚れ直す？
筆 者 の 多 用 し て い る DX 以 外 の 従 来 レ ン ズ の う ち、AF Nikkor 85mm F1.8D や AFZoom Nikkor 
28-105mm F3.5-4.5D(IF) などのやや廉価なレンズ群も、FX フォーマットでは息を吹き返した感がある。
DX フォーマットでは今一キレなどに物足りなさがあったが、FX で使ってみて払拭された。
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▲

takagi TK-PRESS

使用レンズ：AF DX Fisheye-Nikkor ED10.5mm F2.8G 　　FX のままと DX 切り替えでの画像

使用レンズ：AF DX Zoom-Nikkor ED12-24mm F4G(IF) 　　　20mm F5.6 で撮影　　　　　　　　　　　24mm F5.6 で撮影

使用レンズ：AF DX Zoom-Nikkor ED17-55mm F2.8G(IF) 　　　32mm F2.8 で撮影　　　　　　　　　　55mm F2.8 で撮影DX Zoom-Nikkor ED17-55mm F2.8G(IF) 　32mm と 55mm で撮影
思うに DX フォーマットでは画像の中心部を 1.5 倍に引き延ばしている訳で、解像力も 1.5 倍の精度
が要求されていたのではないか？解像力が 1.5 倍になればこれはもう名玉である。もちろん DX では
イマイチだった望遠側のボケも、充分美しい。

 

極めつけは出戻り VR24-120mm
この独自の工夫に満ちたラインを完成させるために？、3 年ほど前に手放した AF-S VR Zoom-NIKKOR 
ED24-120mm F3.5-5.6G(IF) を再び手にいれたくなった。2003 年の発売時に、当時鳴り物入りの「Ｖ
Ｒ」効果を期待して導入したが、Ｄ 100 からＤ 200 時代の 1,000 万画素世代となり、解像力の物足り
なさ＋線の太さを感じ、「高く売れる内に…」と前述の AF-S VR NIKKOR ED70-200mm F2.8G(IF) 購入
にあたり下取りに出した記憶がある。今回さすがに躊躇があったが、独自の解像力理論を信じ中古で
の（さすがに新品は…）買付を断行。新品実売は 75,000 円前後のようだが、マップカメラのＡ品を奢っ
たが 38,000 円、以前の下取りを調べると奇しくも 38,000 円で何と完全ツーペイ！当社で 5 年間過ご
せばかなり草臥れるはずの出戻り姫は新品同様で、なんとなく気恥ずかしく、もとい、得したような
不思議な気分である。もちろん結果は大満足でスナップ系のラインはかなり充実、VR も付いている。

やはり実行感度 3200 は素晴らしい
昨年来Ｄ 90 の（Ｄ 300 は所有していない）高感度にかなりの満足を感じていた筆者であるが、やは
りＤ 3 譲りの高感度特性は更に素晴らしい。体感的に二絞り分は確実に違うようである。スナップ系
の常用感度は ISO800 から一気に 3200 になった。何も夜景に限らず前述のような使い方では絞りの余
裕が出来るのが好ましい。今までスナップで一番使用頻度の高かった 17-55mm も開放値 2.8 に自信
を持って使っていた筈だが、むしろピントの外しが多かった。実行感度向上により、絞り二段かシャッ
ター二段か？余裕が持てることは撮影の歩留まりを上げ、画質向上にも役立っているようだ。

DX と FX を使いこなす：結語
DX と FX は兼用してこそ意味がある。安易にせっかくの D300 や D90 を下取りに出すのは考え物だ。
DX である程度のレンズを持っている方なら、最低限のレンズを順次買い足していけば充分楽しめる
だろう。例えば、広角が欲しい方はタムロン SP AF17-35mmF/2.8-4Di LD Aspherical(IF) がお勧めだ。
実売 47,000 円、440g と軽量でコントラストも解像力もなかなかだ。逆光も強くナノクリスタルコー
ト並みだ。スナップ系標準は前述の VR 24-120mm。望遠ズームは余裕があれば…　だがこの部分は
DX の方が有利だろう。FX は当面、気に入った単体中望遠でボケを楽しむのが正しい。　（了）
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takagi TK-PRESS

使用レンズ：AF-S VR Zoom-NIKKOR ED24-120mm F3.5-5.6G(IF)　　24mm F5.6 で撮影　　　　　　120mm F8 で撮影

最新鋭 AF-S NIKKOR24-70mm F2.8G ED（左）と AF-S VR Zoom-NIKKOR ED24-120mm F3.5-5.6G(IF)（右）の解像力比較

AFZoom Nikkor 28-105mm
F3.5-4.5D(IF)：105mm F4.5

AFZoom Nikkor 
28-105mm
F3.5-4.5D(IF)

AF Nikkor 
85mm F1.8D

AF Nikkor 85mm 
F1.8D： F2.2 で撮影

Ai Nikkor 135mm 
F2.8： F5.6 で撮影

 Nikkor 28-105mm　　　 Nikkor 85mm F1.8D　　Ai Nikkor 135mm



夕暮れのイルミネーションの撮影。まだ空は明るく写る
ので、白飛びしないようにマイナス補正で写す。地面は
暗く写った。そこで一枚の NEF（RAW ファイル）から明
るさの違う 3 枚を作り HDR 統合を試みることとする。
とりあえず PSD 形式で保存した画像を 3 枚 HDR 合成し
ようとすると『RAW 調整したものはダイナミックレンジ
が損なわれることがあるー RAW のままが望ましいー』と
いう警告表示が出る。そのまま続行すると、二枚目のよ
うな結果となってしまった。やはり RAW 調整して PSD
保存したものの合成には無理があるようだ。
DNG 保存からの HDR 合成
そこで NEF を RAW ファイルのまま合成するために DNG
形式での HDR 合成を試みる。オリジナルの NEF ファイル
を明暗調整したものを DNG に変換して汎用 RAW ファイ
ルとし、別名保存した状態で DNG 合成を試みる。
ここで気がついたことは、HDR 合成時のサムネール（ソー
ス、EV）はすべて 0、00 と表示され、明るさを変えたは
ずの各画像のサムネールも同じ明るさに表示されている。
合成後のプレビューは暗部が明るく表示され、明部も明
るい。尚、二枚、三枚合成のヒストグラムもほとんど違
いがない。
手動で合成
NEF ファイルから調整した、明暗二つの PSD ファイルを
用意し重ねて調整する。
重なったほうのレイヤーの合成方法や透明度を調整する
と下の画像に合成され、HDR 合成と同じような効果が得
られる。合成スタイルを変えながら透明度を調整してみ
るとさまざまに変化し好みの状態を作ることができる。
RAW ファイルから明暗の画像を作ることは撮影時に露出
補正した同じ画像を作ることのできないスナップ写真で
は有効と思われる。撮影段階ではどうしても明暗両方を
満足ゆく状態で撮影できない場面でレンジ幅が大きく補
正できた。
まとめ：それぞれを RAW 調整と比較
それぞれその後の修正で彩度等も調整可能なので微妙な
コントラストや彩度の差はあるが、大差ないように感じ
る。尚、DNG 合成された画像は 32 ビットあるのでフォ
トショップ上での調整には 16 ビットに変換する必要があ
る。
**********************************************

（コメントや意見の追加をお願いします）

今月の一枚：会場の江東総合区民センター
“青少年に愛の手を” の像。学べば我等も青少年☆

（鈴木利男撮影） DIGITABLE 写真技術勉強会 HOME へ  http://www.digitable.info
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ＡＷファイル）から明
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明部保護ＰＳＤ　　　　　　　          　　　中間調ＰＳＤ                　　　　　　　　　暗部保護ＰＳＤ

ＰＳＤ画像の合成で、ＲＡＷ調整したものはダイナ
ミックレンジが損なわれることがあるという警告表
示が出る。

ＲＡＷのままが望ましいとの表示も加わっている。

とりあえず上記明るさの違うＰＳ
Ｄ画像を３枚ＨＤＲ合成してみる
と。左のような結果となってし
まった。

やはりＲＡＷ調整してＰＳＤ保存
したものの合成には無理があるよ
うだ。

RAW 画像から作った明暗ファイルを HDR 合成する

Photoshop 研究講座「RAW 画像から作ったファイルの HDR 合成」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：平野正志　講師

平野正志　講師

警告マークと
失敗画像
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透明度で明暗 2 枚のファイ
ルの合成
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